
日本の持続的な成長と活性化を目指す
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技術経営人財の育成と活用
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か
？私

の
父
は
大
工
で
し
た
。
小
さ
い

頃
学
校
が
休
み
の
時
、
父
親
の
工
事

現
場
に
弁
当
を
持
っ
て
何
時
も
一
緒

に
行
き
ま
し
た
。
父
親
の
背
中
を
見

て
育
っ
て
き
て
、
父
の
様
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
て
、
将
来
大
工
職
人

に
な
る
と
自
然
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

高
校
在
学
中
に
「
私
は
将
来
、
宮
大

工
に
な
り
た
い
」
と
父
に
打
ち
明
け

ま
し
た
。
答
え
は
「
止
め
て
お
け
」

で
し
た
。
「
ど
う
し
て
」
と
問
う
と

「
ど
ん
ど
ん
良
い
機
械
が
で
き
て
大

工
の
技
と
か
能
力
が
必
要
な
く
な
る

時
代
に
な
る
」
と
言
わ
れ
、
熟
慮
し

夢
を
断
念
し
、
現
場
監
督
に
な
り
ま

し
た
。

今
、
正
に
35
年
前
に
父
親
が
言
っ

た
と
お
り
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

大
規
模
な
ビ
ル
ダ
ー
は
実
は
20
年
前

は
何
処
も
小
さ
な
企
業
で
し
た
。
私

の
経
営
し
て
い
る
会
社
も
15
年
前
は
、

十
数
名
の
小
さ
い
規
模
で
し
た
が
、

現
在
は
企
業
統
合
も
経
験
し
、
５
千

名
を
超
え
る
大
会
社
に
成
長
し
て
い

ま
す
。

時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
技

術
は
刻
々
と
進
化
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
技
術
を
活
用
し
、
時
代
の
要
請

に
答
え
る
事
が
で
き
る
所
が
成
長
し
、

そ
う
で
な
い
所
が
淘
汰
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

一
般
住
宅
を
造
る
大
工
職
人
は
、

昔
な
が
ら
の
大
工
職
人
の
技
能
は
将

来
に
向
け
て
不
要
に
成
り
つ
つ
あ
る

と
思
い
ま
す
。
技
術
は
形
を
変
え
な

が
ら
伝
承
さ
れ
ま
す
。
大
工
の
匠
の

技
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
技
術
へ
継
承
さ

れ
、
高
度
な
機
械
加
工
が
実
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
西
河
洋
一)

ＯＰＩＮＩＯＮＳ

[技術経営人財育成セミナー（第14回）] 平田貞代芝浦工業大学大学院准教授 講演

エスノグラフィの経営への応用 ・・・・・・・・・ ４頁
－製品・サービス・組織のデザイン手法を学ぶ－

[グローバル研究会 (第４～６回）]（前田光幸座長）

異文化を理解してビジネス展開 ・・・・・・・・・ ２頁
日本の強みを生かす経営手法

経営実践力を育成する西河技術経営塾 ・・・・・・・・・ ６頁

働きながら学び、学んだことをすぐビジネスに生かす

四
月
、
新
年
度
と
な
り
学

校
や
会
社
で
は
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
新
た
な
人
材
を
迎
え
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

産
業
界
は
、
安
倍
ノ
ミ
ク

ス
の
経
済
対
策
に
よ
り
大
手

企
業
を
発
端
に
、
賃
上
げ
等

の
動
き
が
始
ま
り
、
デ
フ
レ
収
束
に

向
け
着
々
と
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

労
働
環
境
も
一
変
し
、
一
部
の
産

業
で
は
人
手
不
足
の
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
建
設
業
界
の
将
来
に
向
け
た

大
工
不
足
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、

あ
る
機
関
で
大
工
職
人
の
実
態
に
関

し
て
の
報
告
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
記
述
を
紹
介
し
ま
す
。

「
プ
レ
カ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
新

築
の
現
場
で
は
、
熟
練
し
た
技
術
よ

り
パ
ワ
ー
と
早
さ
が
求
め
ら
れ
た
た

め
、
高
い
賃
金
を
得
ら
れ
や
す
い
一

人
親
方
の
増
加
を
招
き
、
大
工
技
術

の
習
熟
度
に
よ
る
賃
金
体
系
を
破
壊

さ
せ
た
。
特
に
大
規
模
な
ビ
ル
ダ
ー

の
世
界
で
は
本
来
持
つ
べ
き
大
工
技

術
の
習
得
の
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
中
堅
大
工
を
増
加
さ
せ
、
年
齢
と

と
も
に
組
立
工
の
先
に
あ
る
将
来
像

が
見
出
せ
ず
、
組
立
工
と
し
て
の
職

に
嫌
気
を
さ
し
て
、
多
く
の
離
職
者

も
生
み
出
し
て
い
る
。
木
造
建
築
を

理
解
し
、
木
材
の
扱
い
な
ど
関
連
す

る
専
門
的
な
職
能
を
備
え
た
担
い
手

を
育
成
し
な
け
れ
ば
、
人
材
の
空
洞

化
は
今
後
一
層
深
刻
に
な
る
こ
と
は

明
ら
か
で
、
健
全
な
市
場
形
成
が
危

ぶ
ま
れ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

「
プ
レ
カ
ッ
ト
の
普
及
」
「
大
規

模
な
ビ
ル
ダ
ー
」
が
悪
で
、
人
材
の

空
洞
化
を
招
い
て
い
る
よ
う
に
あ
り

ま
す
が
、
は
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う

技術は進化し、豊かな社会をつくる
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グローバル研究会（第４～６回）

2014.11.18,2015.1.27,2.24研究会活動

第
4
回
の
研
究
会
の
中
で
杉
本
晴
重

理
事
は
『
大
手
通
信
企
業
の
海
外
展
開

の
教
訓
』
と
題
し
、
日
本
企
業
の
海
外

事
業
進
出
に
お
け
る
教
訓
の
参
考
に
な

れ
ば
と
「
日
本
人
の
育
成
」
「
現
地
人

の
育
成
」
「
日
米
経
営
の
連
携
」
「
市

場
拡
大
に
伴
う
リ
ソ
ー
ス
の
問
題
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク
の
見

極
め
と
決
断
」
「
継
続
的
開
発
と
事
業

拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
確
立
」
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

同
研
究
会
の
な
か
で
前
田
座
長
は
、

『
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
段
階
的
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
』
と
題
し
報
告
し
た
。

海
外
展
開
と
は
、
国
内
市
場
が
成
熟

化
し
て
い
る
の
で
、
海
外
市
場
（
特
に

ア
ジ
ア
）
の
成
長
を
獲
得
す
る
為
に
出

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

他
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
は
、
自

社
あ
る
い
は
自
社
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を

組
む
グ
ル
ー
プ
が
生
み
出
せ
る
価
値
を

国
内
、
海
外
、
関
係
な
し
に
ど
こ
で
ど

の
よ
う
に
展
開
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、

両
者
は
発
想
が
全
く
違
う
。

国
内
市
場
で
行
っ
て
来
た
高
品
質
・

高
機
能
な
部
品
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を

海
外
で
展
開
し
よ
う
と
す
る
と
、
ア
ジ

ア
新
興
市
場
で
は
ハ
イ
エ
ン
ド
な
市
場

は
狙
え
て
も
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に

は
入
れ
な
い
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
を

狙
う
に
は
、
低
コ
ス
ト
、
低
機
能
の
製

品
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

し
か
し
日
本
企
業
は
、
経
営
者
、
技

術
者
、
製
造
現
場
含
め
て
、
低
機
能
・

低
品
質
な
も
の
を
造
る
こ
と
に
強
い
抵

抗
が
あ
る
。
「
そ
ん
な
も
の
は
作
れ
な

い
。
自
分
た
ち
の
存
在
意
義
が
な
い
」

と
な
る
。
１
８
０
度
視
点
を
変
え
て

「
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
多
数

の
人
は
年
収
数
万
円
以
下
で
大
変
貧
し

い
が
生
活
を
向
上
さ
せ
た
い
、
便
利
に

な
り
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
３
千
円
の
Ｔ
Ｖ
を
作
っ
て
提

供
」
と
い
う
発
想
が
必
要
で
あ
る
。
10

年
も
す
れ
ば
３
万
円
の
Ｔ
Ｖ
の
顧
客
に

な
る
。
韓
国
、
中
国
企
業
は
低
コ
ス
ト
、

低
機
能
で
展
開
を
図
っ
て
い
る
。
彼
ら

は
着
実
に
進
歩
し
て
、
低
コ
ス
ト
、
中

機
能
な
も
の
を
提
供
し
て
い
く
。
ハ
イ

エ
ン
ド
を
狙
っ
た
日
本
企
業
は
ニ
ッ
チ

に
追
い
や
ら
れ
、
ア
ジ
ア
の
成
長
の
蚊

帳
の
外
と
な
る
。

か
つ
て
、
欧
米
企
業
を
席
巻
し
た
日

本
企
業
の
軌
跡
を
、
彼
ら
が
辿
る
。
日

本
企
業
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
市
場
を
狙
わ
な

け
れ
ば
明
日
は
な
い
。

三
つ
の
要
素
の
変
革

一
つ
目
は
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を

低
コ
ス
ト
化
追
求
型
に
組
み
替
え
る
こ

と
。
そ
の
為
に
は
開
発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
現
地
化
が
必
要
。
次
に
人
材
育

成
に
つ
い
て
は
本
気
で
自
社
の
知
の
伝

グローバル化における問題、その原因を分析する

財団の事業概要である「世界経済の動向調査」の具体化として、「グローバル研究会」を企画し
た。財団の事業計画では「世界経済の動向調査」としたが、ビジネスのグローバル化への対応
を考えると必ずしも経済だけではなく、文化、宗教、マナーなどがあり、「グローバル研究会」とし
て取り組むこととした。写真は研究会で報告中の大橋克已研究員（右から2番目）、左から前田
光幸座長、西河洋一理事長で、大橋氏の右が淺野昌宏理事。

第
四
回
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
（
座
長
前
田
光
幸
）
を
14
年
11
月
18
日
に
財
団

内
会
議
室
に
て
開
催
。
第
五
回
目
の
研
究
会
は
15
年
１
月
27
日
に
開
催
、
第
六

回
の
研
究
会
は
２
月
24
日
に
開
催
し
た
。
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
お
け
る
問
題
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
と
中
東
情
勢
、
日
本
的
経
営
の
強
み
な
ど

に
関
し
て
各
委
員
が
調
査
し
た
内
容
を
報
告
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

日
本
の
強
み
を
生
か
す
経
営
手
法

異文化を理解してビジネス展開

海外展開の教訓について話す、杉本晴重理事（中央）
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流
域
の
住
民
は
10
年
に
亘
り
大
き
な
社

会
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。

強
力
な
指
導
者
の
排
除

中
東
地
域
は
未
だ
に
闘
争
社
会
だ
と

言
っ
て
も
よ
く
、
縁
故
社
会
で
部
族
や

宗
派
な
ど
の
共
同
体
意
識
が
強
固
に
あ

る
。
そ
の
共
同
体
内
部
で
は
、
同
調
圧

力
や
相
互
監
視
が
根
強
い
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
排
他
的
で
シ
ー
ア
派
対
ス
ン
ニ

派
の
様
な
対
立
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。

中
東
は
、
何
千
年
も
の
間
、
数
え
切

れ
な
い
程
の
王
朝
や
権
力
者
が
争
い
、

統
治
し
て
き
た
中
で
、
現
在
で
も
人
種
、

部
族
、
言
語
、
宗
教
・
宗
派
が
混
在
す

る
地
域
で
あ
り
、
強
力
な
権
力
な
り

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
な
い
と
、

統
治
で
き
な
い
地
域
だ
。
こ
の
事
を
、

認
識
せ
ず
に
西
欧
風
の
選
挙
を
持
ち
こ

ん
で
、
民
主
化
せ
よ
と
言
っ
て
も
全
く

実
現
性
の
な
い
話
と
な
る
。

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
グ
ル
ー
プ
の
存
在

こ
の
強
力
な
権
力
者
不
在
の
期
間
が

続
き
、
社
会
が
不
安
定
化
す
る
と
、
こ

こ
に
イ
ス
ラ
ム
過
激
思
想
の
活
躍
の
場

が
出
来
て
来
る
。
そ
こ
に
は
現
在
の
世

界
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
主
役
の
欧
米

先
進
国
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
こ
と

へ
の
反
発
や
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
米
国
が

支
え
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ム

社
会
の
反
発
や
敵
意
も
混
じ
っ
て
来
る
。

日
本
の
経
営
の
強
み
や
弱
み
を
考
え
る

第
５
回
の
研
究
会
の
中
で
小
平
和
一

朗
専
務
理
事
は
『
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
経
営
』
と
題
し
、
報
告
し
た
。

大
手
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中

で
日
本
の
弱
点
が
見
え
出
し
、
米
国
流

が
主
流
と
な
る
中
「
日
本
経
営
」
を
見

直
し
て
み
た
い
。
多
く
の
場
合
、
米
国

の
学
者
の
研
究
し
た
経
営
学
を
学
ぶ
。

実
務
で
は
、
人
、
も
の
、
金
と
い
う
経

営
環
境
が
米
国
と
日
本
と
は
違
う
。

従
っ
て
、
そ
の
中
に
は
、
使
え
な
い
知

識
や
使
っ
て
は
い
け
な
い
知
識
も
あ
る

こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
に
お
け
る
「
日
本

の
経
営
」
の
強
み
や
弱
み
を
考
え
た
い
。

日
本
の
長
期
雇
用
を
前
提
と
し
た
経
営

日
本
人
は
就
職
と
言
い
な
が
ら
就
社

で
あ
る
。
良
い
職
業
よ
り
良
い
会
社
を

探
す
。
終
身
雇
用
を
前
提
と
し
て
い
る
。

日
本
の
経
営
者
は
長
期
的
な
事
業
予
測

を
立
て
職
種
転
換
の
教
育
や
新
し
い
技

術
の
習
得
を
会
社
内
で
取
り
組
む
。

そ
の
点
で
日
本
企
業
は
昔
か
ら
戦
略

を
持
っ
て
、
自
ら
の
組
織
と
組
織
の
構

成
員
で
あ
る
社
員
を
守
っ
て
き
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
で
、
仕
事
が
終
わ

れ
ば
従
業
員
を
解
雇
す
る
米
国
の
経
営

と
は
基
本
的
に
違
う
。
株
主
利
益
の
最

大
化
が
彼
ら
の
経
営
で
あ
る
。

日
本
の
従
業
員
は
会
社
の
た
め
に
働
く

米
国
の
従
業
員
は
「
金
の
た
め
」
に

働
く
が
日
本
の
従
業
員
は
「
会
社
の
た

め
」
に
働
く
。
日
本
に
お
い
て
企
業
は

永
遠
で
所
属
す
る
従
業
員
は
財
産
。

米
国
の
経
営
戦
略
を
学
ん
で
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
導
入
し
よ
う
と
し
て
も
違

い
が
分
か
ら
な
い
と
理
解
は
得
ら
れ
な

い
。
そ
の
点
を
理
解
し
な
い
で
米
国
流

の
経
営
戦
略
を
立
案
し
て
も
職
場
か
ら

浮
い
て
し
ま
う
。

日
本
で
は
社
員
教
育
に
取
り
組
む

日
本
の
工
場
の
強
み
は
「
現
場
力
」
。

海
外
の
事
業
所
で
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
は

な
じ
ま
な
い
。
取
り
組
も
う
に
も
作
業

者
に
基
礎
的
な
知
識
が
備
わ
っ
て
い
な

い
の
で
、
現
場
改
善
提
案
を
期
待
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

Ｑ
Ｃ
活
動
に
取
り
組
め
て
も
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
型
Ｑ
Ｃ
活
動
は
出
来
な
い
。

研究会活動

承
と
現
地
化
が
必
要
。
現
地
人
材
の
獲

得
と
長
期
勤
続
の
為
に
ブ
ラ
ン
ド
の
強

化
が
望
ま
し
い
。
最
後
に
現
地
市
場
進

出
に
つ
い
て
は
段
階
的
に
、
異
な
る
重

点
化
と
戦
略
が
必
要
。
４
段
階
（
輸
出

型
、
メ
ン
テ
・
サ
ー
ビ
ス
シ
フ
ト
型
、

製
造
シ
フ
ト
型
、
開
発
シ
フ
ト
型
）
そ

れ
ぞ
れ
に
か
な
り
違
う
と
い
う
認
識
を

全
社
で
共
有
す
る
。

中
東
で
長
ら
く
暮
ら
し
た
観
点
で
分
析

淺
野
昌
宏
理
事
は
第
4
回
の
研
究
会

の
中
で
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
動
き
に
関

連
し
て
『
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
と
中
東
情

勢
』
と
題
し
て
イ
ス
ラ
ム
国(
注
１
）
の

現
状
と
見
通
し
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。中

東
の
不
安
定
を
も
た
ら
し
て
い
る

要
素
は
い
ろ
い
ろ
の
切
り
口
か
ら
見
れ

る
。
中
東
で
永
ら
く
暮
ら
し
た
者
の
観

点
か
ら
三
つ
の
要
素
に
整
理
し
た
。
一

つ
は
欧
米
の
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界

に
対
す
る
配
慮
に
欠
け
る
こ
と
が
ト
ラ

ブ
ル
の
発
端
に
な
っ
て
い
る
。
二
つ
は

歴
史
的
に
見
て
も
中
東
に
は
強
力
な
指

導
者
が
必
要
な
こ
と
。
三
つ
目
は
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
グ
ル
ー
プ
の
存
在
と
増
大

と
、
そ
れ
を
増
大
さ
せ
る
環
境
を
欧
米

が
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

欧
米
は
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
価
値
観
を
無
視

例
え
ば
90
年
に
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
エ
ー

ト
を
侵
攻
し
た
際
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
間

で
は
ア
ラ
ブ
地
域
で
の
解
決
を
求
め
る

声
が
高
ま
っ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
米

国
は
軍
隊
を
湾
岸
地
域
に
素
早
く
展
開

さ
せ
、
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
だ
。
米
国

に
は
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
制

度
や
秩
序
、
ま
た
宗
教
的
価
値
観
に
対

す
る
配
慮
に
欠
け
て
い
た
。
彼
ら
の
世

界
に
は
、
何
千
年
の
歴
史
の
中
で
培
っ

て
き
た
紛
争
へ
の
対
処
方
法
が
あ
り
、

彼
ら
自
身
に
任
せ
る
の
が
自
然
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
紛
争
解
決
後
の
地
域
の
安

定
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
筈
だ
。

そ
れ
に
続
く
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
、
曲

が
り
な
り
に
も
国
を
ま
と
め
て
き
た
実

力
者
を
引
き
ず
り
降
ろ
し
、
西
欧
風
の

制
度
を
押
し
つ
け
て
、
途
中
で
撤
退
す

る
と
言
う
中
途
半
端
な
介
入
を
し
た
が

為
に
、
チ
グ
リ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
流

淺野理事、「中東地域は未だに闘争社会だと言っ
てもよい」と報告。

上級コース検討研究会（第１～４回）

「技術を使ってどう競争優位をつくるこ
とを教えているのか」と鈴木研究員。

（注1）イスラム国（ISIL）：（アイシルともアイエスアイエルともいう。Islamic State in Iraq and the Levant）

「海外展開とグローバル展開と発想が異なる」と報
告する前田座長。
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ビ
ジ
ネ
ス
に
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
取
り
入
れ

失
わ
れ
た
20
年
と
い
う
が
輸
入
品
・

輸
出
品
の
金
額
、
品
目
で
細
か
く
見
て

行
く
と
、
国
際
競
争
力
が
低
下
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
中
で
も
影
響

を
受
け
ず
に
伸
び
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
輸
送
用
機
器
、
電
気
計

測
器
、
原
動
機
、
Ｉ
Ｃ
。
他
の
製
造
業

と
違
っ
て
伸
び
て
き
た
か
の
調
査
を
し

た
研
究
報
告
が
あ
る
。
そ
れ
を
読
む
と

「
技
術
を
要
求
に
対
応
さ
せ
る
暗
黙
知

が
非
常
に
複
雑
な
も
の
が
生
き
残
っ
て

い
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
を
今
後

も
強
く
す
る
原
動
力
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
調
査
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
「
技
術
を
要
求
に
対
応
さ
せ
る

為
の
暗
黙
知
の
蓄
積
」
が
、
私
が
技
術

系
・
機
械
系
の
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
に

「
人
間
を
見
る
」
と
い
う
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
（
注
２
）
を
取
り
入
れ
る
と
良
い

と
い
う
主
張
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

従
来
、
調
査
と
か
実
態
を
把
握
す
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
が
必
ず
用
い
て
い
た

「
統
計
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
」
な

ど
の
方
法
で
調
査
が
進
ん
で
、
例
え
ば

統
計
調
査
の
方
法
が
洗
練
さ
れ
て
く
る

と
、
形
式
化
さ
れ
た
情
報
、
蓄
積
さ
れ

た
過
去
の
情
報
は
非
常
に
よ
く
分
る
よ

う
に
な
っ
て
く
る
。
特
に
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
が
出
現
し
て
か
ら
は
、
大
量
の
デ
ー

タ
を
扱
う
事
が
出
来
る
の
で
、
非
常
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
事
実
が
把
握
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

一
方
、
暗
黙
知
と
言
っ
た
も
の
、
こ

れ
は
ど
う
か
。
暗
黙
知
は
「
形
式
化
出

来
な
い
、
見
え
な
い
モ
ノ
」
で
す
か
ら
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
中
に
は
蓄
積
が
さ
れ

て
い
な
い
事
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、

直
接
形
式
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
情
報

は
一
体
ど
こ
に
あ
る
か
。
そ
れ
は
「
現

場
」
に
あ
る
。
現
場
に
そ
の
ま
ま
散
在

し
て
い
る
事
に
な
る
。
（
図
１
参
照
）

そ
れ
は
監
視
カ
メ
ラ
に
映
し
て
お
く
と

い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
く
は
な
い
が
、

映
し
て
お
い
て
も
、
例
え
ば
職
人
さ
ん

の
暗
黙
知
が
分
る
か
ど
う
か
。
先
ほ
ど

の
よ
う
な
、
伸
び
て
き
た
機
械
産
業
の

要
求
と
上
手
く
技
術
を
対
応
さ
せ
て
い

く
よ
う
な
コ
ツ
が
分
る
か
と
い
う
と
、

そ
う
い
う
訳
で
も
無
い
。
こ
の
よ
う
な

暗
黙
知
は
一
体
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
。

「
現
場
で
自
ら
体
験
し
て
、
参
与
し
て

行
き
な
が
ら
理
解
す
る
」
と
い
う
方
法

に
な
る
か
と
思
う
。
こ
の
方
法
が
文
化

人
類
学
の
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
」
と
言

わ
れ
て
い
る
方
法
に
な
る
。

現
地
の
観
察
メ
モ
を
み
て
気
づ
く

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
ク
ー
ラ
ー
の
事
例
。

イ
ン
ド
の
駐
在
員
に
な
っ
た
日
本
の
方

が
色
々
な
量
販
店
に
行
っ
て
見
る
と
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
エ
ア
コ
ン
が
な
く
、

だ
い
た
い
韓
国
製
。
「
ど
う
し
て
こ
ん

な
に
品
質
が
良
い
の
に
売
れ
な
い
の
だ

ろ
う
」
と
現
地
の
調
査
に
行
っ
た
。

図１ 日本企業に導入された代表的な米国式制度

2015.2.17セミナー
技術経営人財育成セミナー（第14回）

エスノグラフィの経営への応用
－ 製品・サービス・組織のデザイン手法を学ぶ －

現場で自ら体験し、参与しながら
暗黙知を理解する

平
成
27
年
２
月
17
日
に
財
団
に
て
芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
科
の
平
田
貞
代
准
教
授
を
迎
え
て
第
14
回
目
の
技
術
経
営
人

財
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
『
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
経
営
へ
の
応
用
』
と
題
し
て

開
催
し
た
。
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
組
織
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
、
利
用
者
、

顧
客
、
従
業
員
と
い
っ
た
関
係
者
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
れ
は
形
式
知
化
さ
れ
て
な
い
情
報
に
基
づ
い
て
、
人
は
思
考
し
た
り
、

行
動
し
た
り
す
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
平
田
氏
は
、
形
式
化
さ
れ

て
い
な
い
情
報
を
把
握
す
る
方
法
と
し
て
、
文
化
人
類
学
に
お
け
る
研
究

方
法
の
一
つ
で
あ
る
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
使
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
。
強
い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
組
織
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
道
具
と
し

て
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
実
践
す
る
方
法
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
み
複
雑
さ
が
増
す
環
境
に
お
い
て
、
経
営
の
競
争
力
を
高
め

る
た
め
に
、
こ
う
し
た
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
応
用
は
強
力
な
手
段
に
な
り

得
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

技術経営人財育成セミナー（第14回）

「技術を要求に対応させるビジネスの中に『人間を見る』というエスノグラ
フィを取り入れる」と主張の根拠を説明する平田貞代准教授。
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１
２
０
人
位
の
現
地
の
人
達
に
「
イ

ン
ド
の
家
庭
に
そ
れ
ぞ
れ
散
ら
ば
っ
て

入
っ
て
も
ら
っ
て
観
察
を
し
て
メ
モ
し

て
き
て
下
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
。
そ

の
メ
モ
を
集
め
て
日
本
人
の
駐
在
員
の

人
が
読
ん
だ
所
「
ち
ょ
っ
と
可
笑
し
い

な
ぁ
、
珍
し
い
な
ぁ
」
。
イ
ン
ド
の
部

屋
は
天
井
に
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
っ
て
い
て
、

ク
ー
ラ
ー
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
点
け
っ

放
し
に
し
て
い
る
。
ク
ー
ラ
ー
は
あ
っ

て
も
１
台
だ
け
。
当
然
一
日
中
つ
け
た

ま
ま
。
観
察
し
た
情
報
を
ど
う
製
品
に

役
立
て
た
の
か
。

改
善
結
果
、
リ
モ
コ
ン
は
い
ら
な
い

「
点
け
っ
放
し
」
「
ク
ー
ラ
ー
が
利
い

て
い
て
も
、
天
井
フ
ァ
ン
を
回
し
っ
放

し
」
と
い
う
よ
う
な
事
実
の
記
録
か
ら
、

風
が
ブ
ー
ン
と
動
い
て
い
る
と
涼
し
さ

が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
習
慣
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
気
づ
く
。
イ
ン
ド
向
け
の

エ
ア
コ
ン
に
切
り
替
え
よ
う
と
い
う
事

で
、
ま
ず
リ
モ
コ
ン
と
か
温
度
調
節
機

能
を
取
っ
た
。
こ
れ
で
開
発
費
が
安
く

な
る
。
そ
の
代
わ
り
に
風
力
、
風
を
送

る
力
を
強
力
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
。

韓
国
の
も
の
は
、
普
通
は
窓
に
付
け

る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
そ
れ
が
寝
室
に
あ

る
と
ベ
ッ
ド
の
方
に
張
り
出
て
い
て
邪

魔
と
メ
モ
に
あ
っ
た
。
寝
室
の
窓
に
エ

ア
コ
ン
が
付
く
と
邪
魔
な
の
で
壁
掛
け

タ
イ
プ
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
薄
型
に
し
た
。

こ
の
エ
ア
コ
ン
が
凄
く
売
れ
た
。

【質
疑
】Ｑ
：質
問
、
Ａ
：回
答

イ
ン
ド
の
顧
客
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
か

Ｑ
（前
田
光
幸
高
知
工
科
大
学
非
常
勤
講

師
）
：イ
ン
ド
の
顧
客
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

じ
ゃ
な
か
っ
た
。

Ａ
（平
田
貞
代
講
師
）：「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

も
そ
う
で
す
」
。
日
本
の
駐
在
員
が
見

た
か
ら
驚
い
た
。
「
あ
れ
ー
、
リ
モ
コ

ン
な
ん
か
要
ら
な
い
の
だ
」
と
か
「
温

度
調
節
し
な
い
し
、
切
ら
な
い
」
。

Ｑ
（前
田
）
：向
こ
う
で
は
当
た
り
前
。

Ａ
（平
田
講
師
）
：向
こ
う
で
は
当
た
り
前

な
の
で
、
海
外
展
開
の
時
に
良
く
使
わ

れ
る
。
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
で
非
常
に
気

を
付
け
て
い
る
の
が
、
で
き
れ
ば
録
音

取
っ
て
本
当
に
そ
の
人
が
言
っ
た
通
り

に
書
か
な
い
と
、
ほ
と
ん
ど
良
く
分
か

ら
な
い
。
ま
ず
上
手
く
話
し
て
も
ら
う

と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
あ
る
が
、
そ
の

後
に
、
物
凄
く
緻
密
に
喋
っ
た
通
り
に
、

例
え
ば
「
間
が
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の

か
」
と
か
、
「
声
の
ト
ー
ン
が
上
が
っ

た
の
か
下
が
っ
た
の
か
」
と
か
、
「
そ

の
時
手
を
カ
チ
カ
チ
し
て
い
た
の
か
」

と
か
、
そ
こ
も
含
め
て
全
部
書
き
取
っ

て
客
観
的
に
矛
盾
点
と
か
を
探
す
。

経
営
・営
業
ス
キ
ル
と
の
類
似
性

Ｑ
（鈴
木
義
晴
㈱
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
代
表
取
締

役
）
：私
は
不
動
産
仲
介
業
で
先
生
の
話

を
聞
い
て
銀
行
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
審
査

は
、
ま
さ
し
く
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
「
ど
こ

に
何
年
務
め
て
年
収
い
く
ら
だ
か
ら
融

資
は
可
」
と
。
と
こ
ろ
が
最
近
「
全
国

保
証
」
と
い
う
会
社
が
全
く
そ
れ
を
覆

し
お
客
さ
ん
に
「
あ
り
の
ま
ま
を
全
部

言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
や
っ
て
も
デ

フ
ォ
ー
ル
ト
率
は
変
わ
ら
な
い
。
も
う

一
点
、
先
生
の
話
を
よ
く
よ
く
聞
く
と
、

不
動
産
屋
の
営
業
マ
ン
が
詰
め
る
と
き

と
全
く
同
じ
。
気
持
ち
よ
く
買
わ
せ
る

に
は
お
客
さ
ん
に
先
ず
喋
ら
せ
る
。

Ａ
（平
田
講
師
）
：二
つ
目
の
質
問
か
ら
、

「
こ
れ
は
い
ち
い
ち
コ
コ
に
来
て
、
聞

く
よ
う
な
話
じ
ゃ
な
く
、
俺
は
ず
っ
と

や
っ
て
き
た
よ
」
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
仕
事
の
中
で
も
、
家
庭
の
中

で
も
、
あ
と
、
誰
か
子
供
に
何
か
教
え

る
と
き
で
も
、
観
察
し
て
「
そ
の
人
が

ど
う
な
の
か
」
と
い
う
事
を
理
解
し
て

か
ら
伝
え
る
事
で
、
相
手
の
心
を
つ
か

「観察して対象者がドンドン喋る様にするテクニックはいろいろある
と思うが、上手く表現してくれるのか」と質問する前田光幸氏。

む
と
か
、
動
か
す
、
人
を
行
動
さ
せ
る

と
い
う
事
を
、
み
な
さ
ん
自
然
に
や
っ

て
来
て
い
る
。
「
そ
う
だ
な
」
と
思
っ

た
方
は
「
今
日
来
て
頂
い
て
す
み
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
時
間
を
無
駄
に
し
た
と

思
う
。
そ
う
思
っ
た
方
は
実
際
に
そ
の

ス
キ
ル
が
あ
る
方
だ
。
特
に
経
営
者
の

方
は
、
そ
う
い
う
ス
キ
ル
が
非
常
に
あ

る
。
そ
れ
が
た
ま
た
ま
「
営
業
が
う
ま

い
ん
だ
、
経
営
者
と
し
て
優
れ
て
い
る

ん
だ
」
と
い
う
事
を
再
整
理
し
て
、
そ

れ
は
「
ど
う
い
う
手
順
と
か
、
ど
う
い

う
方
法
か
ら
来
て
い
る
の
か
」
と
い
う

事
を
ち
ょ
っ
と
振
り
返
っ
て
頂
く
と
、

ま
す
ま
す
そ
の
ス
キ
ル
を
使
い
た
い
と

き
に
思
う
存
分
使
え
る
と
か
、
誰
か
に

教
え
る
事
が
で
き
る
。

Ｑ
（大
橋
克
巳
評
議
員
、
元
㈱
ク
ラ
レ
常

務
取
締
役
）
：私
は
メ
ー
カ
ー
に
い
て

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い
た
が
、

（注２）エスノグラフィとは、人々（ethno）を描く（graphy）

2014.12.1セミナー
技術経営人財育成セミナー（第13回）

こ
の
手
法
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
い
う

言
葉
は
、
私
が
や
っ
て
い
た
時
に
は
無

か
っ
た
。
基
本
的
な
メ
ー
カ
ー
サ
イ
ド

の
物
の
見
方
と
か
、
サ
ー
ビ
ス
の
形
を

見
て
い
る
と
、
製
品
を
受
け
取
る
側
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
中
に
い
る
と
両
方
が
聞
こ
え
る
。
情

報
の
取
り
方
や
問
題
解
決
方
法
に
は
素

晴
ら
し
い
手
法
が
各
企
業
の
中
に
あ
り
、

エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
的
な
も
の
も
あ
る
。

Ａ
（平
田
講
師
）
：全
て
お
っ
し
ゃ
る
通
り

だ
と
思
う
。
ち
ょ
っ
と
今
は
珍
し
い
の

で
、
よ
く
こ
の
手
法
を
講
演
し
て
く
だ

さ
い
と
言
わ
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方

は
「
普
通
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
方
法
、
例

え
ば
仮
説
を
立
て
て
や
っ
て
い
る
と
か
、

統
計
を
立
て
て
や
っ
て
い
る
方
が
早
い

し
正
確
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
こ
れ

を
や
る
の
か
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
。

私
は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
今
日
の
お

話
の
中
で
何
回
も
「
間
違
っ
て
使
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
「
ま
ず

は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
取
れ
る
な
ら

取
っ
て
し
ま
う
。
統
計
で
分
か
る
な
ら

先
に
調
べ
る
」
と
い
う
所
。
で
も
そ
う

じ
ゃ
な
い
「
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
い

所
」
「
す
ご
く
少
な
い
所
を
狙
い
た

い
」
「
ま
だ
だ
れ
も
見
つ
け
て
い
な
い

事
を
や
り
た
い
」
「
そ
れ
は
ヒ
ッ
ト
率

が
物
凄
く
小
さ
い
と
こ
ろ
」
、
そ
こ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
の
だ
ら
、
一
般
的

な
方
法
じ
ゃ
無
い
も
の
、
珍
し
い
方
法

を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
使
い
ど

こ
ろ
を
見
極
め
て
頂
き
、
な
ん
で
も
か

ん
で
も
良
い
と
い
う
訳
で
は
無
い
事
を

理
解
し
て
頂
き
た
い
。

Ｑ
（前
田
）
：組
み
合
わ
せ
が
大
事
か
。

Ａ
（平
田
講
師
）
：そ
う
で
す
。
確
か
に
組

み
合
わ
せ
な
の
で
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

を
使
っ
た
ら
仮
説
検
証
に
行
く
の
が
良

い
。
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モ
ノ
づ
く
り
を
会
計
数
値
で
管
理
す
る

杉
本
春
晴
重
講
師
は
、
モ
ノ
づ
く
り

に
関
連
し
て
「
モ
ノ
づ
く
り
を
理
解
し
、

生
産
活
動
を
学
ぶ
（
11
回
）
」
「
モ
ノ

づ
く
り
を
会
計
数
値
で
管
理
す
る
（
12

回
）
」
「
商
品
開
発
の
進
め
方
（
15

回
）
」
「
海
外
に
お
け
る
モ
ノ
づ
く
り

（
20
回
）
」
と
題
す
る
講
座
を
担
当
し

た
。
図
２
は
第
20
回
の
資
料
の
一
部
で

海
外
生
産
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。

今
回
塾
の
講
師
を
し
て
の
感
想
を
杉

本
氏
に
聞
く
と
「
塾
生
、
講
師
と
も

色
々
な
方
が
い
て
新
た
な
気
付
き
を
得

て
い
る
。
演
習
や
終
了
後
の
懇
親
会
な

ど
で
の
意
見
の
交
わ
り
で
、
自
分
で
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
い
う
自
立
心
が

芽
生
え
る
と
と
も
に
、
発
想
豊
か
な
塾

生
に
育
っ
て
い
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

会
計
数
値
は
経
営
判
断
の
デ
ー
タ

大
橋
克
已
講
師
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
主
に
担
当
し
「
事
業
計
画
を
作
成

す
る
（
03
回
）
」
「
新
規
の
市
場
を
創

生
す
る
（
05
回
）
」
「
会
社
組
織
と
組

織
的
活
動
を
学
ぶ
（
07
回
）
」
「
顧
客

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る

（
09
回
）
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
を
会
計
数
値

で
管
理
す
る
（
10
回
）
」
「
企
業
文
化

と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
を
考
え
る
（
16

回
）
」
を
担
当
し
た
。
図
３
は
、
第
10

回
の
資
料
の
一
部
で
、
会
社
の
状
況
と

会
計
と
の
関
係
を
説
明
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

塾
に
つ
い
て
大
橋
は
「
学
ん
だ
こ
と

を
す
ぐ
に
演
習
で
実
践
し
、
会
社
に

戻
っ
て
、
社
員
と
議
論
し
て
い
る
。
塾

だ
け
で
終
わ
ら
ず
に
社
員
と
と
も
に
学

ん
で
い
る
こ
と
が
重
要
だ
。
社
長
を
や

り
な
が
ら
こ
そ
で
き
る
西
河
技
術
経
営

塾
の
効
果
が
出
て
い
る
」
と
話
す
。

を
得
て
い
る
よ
う
だ
。
講
座
終
了
後
の

会
食
の
場
が
『
気
付
き
』
の
確
認
の
場

と
な
り
、
講
座
の
延
長
と
し
て
有
効
に

機
能
し
て
い
る
。
経
営
の
原
理
原
則
、

経
営
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
、
個
々
に
差

は
あ
る
が
、
理
解
の
度
合
い
が
深
ま
っ

て
き
て
い
る
」
と
淺
野
氏
は
語
る
。

財団顧問の平強氏（米国・ＣＡエンジェル投資家）が『シリコンバレー近況』と題し、塾生に講演。

モノづくりを担当した講師
の杉本晴重氏。

経
営
実
践
力
を
育
成
す
る

西
河
技
術
経
営
塾

2期生西河技術経営塾
西河技術経営塾 実践スクール・基礎コース

海外生産のメリット・リスク/ディメリット

• メリット
・コスト：人件費、土地、建設費、税金 ・電力費・水道費等

・人材確保（特に労働力）

・為替変動ヘッジ

・市場に近い：地産地消（需要のある所で作る）、輸送費、知名度

• リスク/ディメリット
・カントリーリスク（政治、安全・環境・衛生等）

・宗教・文化の違い

・法律・規制の違い

・国内の現場力低下（国内空洞化）

・品質・納期（現地以外特に小ロット、短納期品）

・人材定着・人材育成→日本からの支援工数増（リソース）

・管理費（連絡・交通費など）

・IT（情報・ネットワーク）：データセンタ、バックアップ、BCPはメリット

会社

ある時点での会社を分析する

生産性の高
い機械を使
うとコストが

下がる

販売員の増
強とイベント
開催が必要

新しい
商品が
ほしい

顧客から
のクレー
ムが多い

上場し
たい

在庫が多い
よ・早く換金

して
資金繰りで

忙しい

計画通
り行っ
ている

図２ 「海外におけるモノづくり（第20回）」と題
し4月8日に講演した杉本晴重講師の資料。

働
き
な
が
ら
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を

す
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か
す

な
ぜ
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
か

淺
野
賞
宏
講
師
は
「
海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
市
場
創
生
（
19
回
）
」
を
担
当
し

た
。
塾
に
つ
い
て
「
自
社
を
客
観
的
に

観
察
す
る
演
習
を
通
じ
て
、
塾
生
自
身

が
自
分
の
経
営
に
多
く
の
『
気
付
き
』 マーケティングを主に担当した

講師の大橋克已氏。

大手商社にいて海外ビジネスの経験が豊富な講
師の淺野昌宏氏。 図３ 会計数値で会社を分析する（大橋講師の資料）
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ド
バ
イ
ス
は
、
広
い
視
野
、
コ
ス
ト
意

識
を
見
直
す
の
に
役
立
つ
。

（
６
）
受
講
内
容
を
即
実
践
で
き
る
こ

と
が
良
い
。
頭
で
考
え
た
事
を
経
営
の

視
点
で
整
理
し
、
文
章
化
す
る
こ
と
に

よ
り
短
期
的
、
中
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
７
）
各
方
面
の
デ
ー
タ
ー
を
整
理
、

分
析
し
、
戦
略
的
に
目
標
を
立
て
、
企

画
立
案
し
、
即
実
践
し
て
い
る
生
の
話

を
聞
き
、
非
常
に
刺
激
を
受
け
た
。

（
８
）
実
践
的
な
経
営
、
数
値
と
し
て

の
経
営
等
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
気
付
い

た
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。
自
分
の
経
営

は
、
勘
と
経
験
と
度
胸
の
み
で
あ
っ
た

と
反
省
し
て
い
る
。
毎
回
何
ら
か
の
刺

激
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
業
務

が
活
性
化
し
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
元
よ
り
会
社
の
業
績
が
向
上
し
た
。

（
９
）
「
真
面
目
」
「
誠
実
な
言
動
」

こ
そ
が
教
わ
っ
た
こ
と
の
中
で
最
大
の

収
穫
で
あ
る
。

（
10
）
異
業
種
の
人
か
ら
の
意
見
交
換

で
は
気
付
く
こ
と
ば
か
り
、
視
野
の
狭

さ
、
考
え
の
浅
は
か
さ
に
驚
く
。

砂
漠
の
旅
は
海
を
航
行
す
る
の
と

同
じ
で
す
。
目
的
地
の
オ
ア
シ
ス
や

集
落
は
海
に
浮
か
ぶ
島
の
様
な
も
の

で
す
。
最
近
で
は
舗
装
道
路
が
あ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
極
一
部
で
あ

り
、
３
６
０
度
見
渡
す
限
り
砂
の
地

平
線
の
中
を
走
り
ま
す
。
砂
漠
が
海

で
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
が
船
で
す
。

装
備
・水
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
が
大
切

先
ず
装
備
と
し
て
必
要
な
こ
と
は

ポ
リ
タ
ン
ク
に
入
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
や

ジ
ー
ゼ
ル
オ
イ
ル
を
た
っ
ぷ
り
積
む

こ
と
で
す
。
砂
漠
の
真
ん
中
に
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道

に
迷
っ
て
も
大
丈
夫
な
だ
け
の
十
分

な
燃
料
を
持
つ
こ
と
で
す
。
さ
ま
よ

う
事
に
な
っ
た
場
合
、
水
が
切
れ
て

も
身
体
は
し
ば
ら
く
持
ち
ま
す
が
、

ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
と
動
け
ま
せ
ん
。

水
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
が
大
切
で
す
。
更

に
エ
ア
ー
フ
ィ
ル
タ
も
数
個
の
予
備

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

砂
で
か
な
り
頻
繁
に
目
詰
ま
り
し
ま

す
。
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
ら
捜
索

を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
故
障

さ
せ
な
い
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

勿
論
、
安
全
を
考
え
る
な
ら
、
複
数

で
の
移
動
を
お
勧
め
し
ま
す
。

地
図
も
磁
石
も
役
に
立
た
な
い

砂
漠
に
入
る
と
地
図
は
役
に
立
ち

ま
せ
ん
。
地
図
そ
の
も
の
が
あ
り
ま

せ
ん
。
風
で
砂
丘
の
形
は
常
に
変
化

し
て
い
ま
す
。
昼
は
太
陽
を
見
て
、

夜
は
星
を
見
て
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ

ー
の
走
行
距
離
で
現
在
地
を
認
識
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
土
地
の
人
は
、

か
す
か
な
地
平
線
の
違
い
や
、
稀

に
あ
る
岩
場
な
ど
を
知
っ
て
い
て

目
印
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

２
０
０
０
年
以
降
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
普

及
し
位
置
情
報
を
容
易
に
知
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク

砂
の
中
を
走
る
時
は
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
を
減
じ
て
接
地
面
積
を
増

や
し
グ
リ
ッ
プ
を
良
く
し
ま
す
。

通
常
は
空
気
を
二
割
ほ
ど
抜
き
ま

す
が
、
砂
の
中
で
ス
タ
ッ
ク
し
た

場
合
な
ど
は
更
に
抜
き
ま
す
。
砂

漠
の
中
で
は
巨
大
な
砂
丘
を
登
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
直
角
に

登
攀
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
斜

め
に
上
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ス

タ
ッ
ク
し
た
場
合
に
、
バ
ッ
ク
に

ギ
ア
を
入
れ
て
重
力
を
利
か
せ
て

後
戻
り
す
る
こ
と
で
脱
出
し
ま
す
。

ま
た
、
丘
を
登
り
切
っ
た
天
辺
で

は
注
意
を
要
し
ま
す
。
雪
庇
の
様

な
形
に
な
っ
て
い
て
、
空
中
に
ダ

イ
ビ
ン
グ
す
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
で
す
。

砂
嵐
に
も
注
意
を

砂
嵐
に
遭
遇
す
る
事
が
あ
り
ま

す
。
砂
漠
の
中
で
も
、
サ
ラ
サ
ラ

の
砂
ば
か
り
で
は
な
く
固
い
地
面

の
所
も
あ
り
、
１
０
０
Ｋ
ｍ
で
走

れ
ま
す
。
し
か
し
、
砂
嵐
の
時
に

こ
ん
な
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
と
、
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
は
、
瞬
く
間
に
磨

り
ガ
ラ
ス
に
な
っ
て
前
が
見
え
な

く
な
り
ま
す
。
サ
ハ
ラ
砂
漠
や
ア

ラ
ビ
ア
砂
漠
、
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の

空
と
、
３
６
０
度
見
渡
す
限
り
地

平
線
の
中
で
の
ド
ラ
イ
ブ
は
爽
快

で
す
。
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

理事 淺野昌宏砂漠のドライビングテクニック

西河技術系絵塾

（注3） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：中東』に全文掲載

ア
ラ
ブ
の
お
話
し

中 東

（４）

西河技術経営塾 実践スクール・基礎コース

5.5  貿易取引にかかる保険
貨物海上保険：輸送途中で偶然の危険で、貨物が損失・損傷した場合

貿易保険 ：① 輸出代金が回収できない場合

② 貸付金、投資資金など返してもらえない場合

・MEXI(日本貿易保険、経産省）

非常危険：戦争、革命、天変地異など

信用危険：相手企業の倒産など

・民間損保 ：非常危険、信用危険の他に、工事リスク

をカバーする損害保険も利用できる

P/L保険（生産物賠償責任保険）：製品の欠陥が

原因で他人の生命・身体・財産に損害を与えた 場合

西
河
技
術
経
営
塾
生
の
声

ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
具
体
的
に
受
講
し
て

役
立
っ
た
こ
と
」
を
塾
生
に
聞
い
た
。

（１
）塾
に
参
加
し
漠
然
と
し
て
い
た
会

社
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
産
み
出
す
考
え
を

学
ん
だ
。
社
員
に
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

社
員
自
身
の
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、
他

の
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ー
ビ
ス
の
良
い
と
こ

ろ
を
探
す
習
慣
が
芽
生
え
、
サ
ー
ビ
ス

意
識
が
向
上
し
た
。

（
２
）
今
ま
で
は
、
経
営
理
念
に
沿
っ

た
行
動
指
針
、
組
織
運
営
、
会
計
な
ど
、

漠
然
と
運
営
し
て
い
た
が
、
塾
に
参
加

し
て
か
ら
は
、
非
常
に
明
確
に
な
っ
た
。

特
に
会
計
に
関
し
て
は
、
経
費
の
無
駄

を
カ
ッ
ト
す
る
事
が
で
き
、
資
金
面
に

余
裕
が
で
き
た
。

（
３
）
様
々
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
業
務
に
生
か
し
き
た
い
。

（
４
）
各
講
師
陣
か
ら
机
上
の
論
理
で

は
な
く
、
実
体
験
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
け
る
こ
と
で
、
自
分
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
客
観
視
す
る
の
に
役
立
っ
た
。

（
５
）
西
河
塾
長
、
経
営
者
か
ら
の
ア

演習で発表する塾生の齊藤忠行氏（左）、講師の
小平和一朗専務理事（左2番目）、塾生の小泉賢
貴氏（右２番目）、棚村徳人氏（右）。

図４ 貿易取引にかかる保険（淺野講師の資料）

（注3）



Earnest
アーネスト育成財団 活動報告

2015年 4月15日
Vol.03 No.3 （S010）

一般財団法人 アーネスト育成財団
（ Earnest Upbringing Foundation )

〒151-0053
東京都渋谷区代々木1-57-2

ドルミ代々木 704号

TEL：03-6276-6260
FAX：03-6276-2424

Home page : http://www.eufd.org
Facebook : 
https://www.facebook.com/eamestUFD

■発行人 西河 洋一
■編集人 小平和一朗

8 Earnest Vol.03 No.3 April 15.2015

Earnest

誠実を伝える情報紙

西
河
技
術
経
営
塾
の
技
術
経

営
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
と
は
何
か
が
問

わ
れ
ま
す
。
モ
ノ
づ
く
り
で
も

コ
ト
づ
く
り
で
も
企
業
活
動
を

支
え
て
い
る
技
術
の
存
在
が
あ

り
ま
す
。
特
徴
あ
る
技
術
に
支

え
ら
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
に

出
し
て
、
顧
客
か
ら
評
価
が
得
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
競
争
力
の
源
泉
に

技
術
が
あ
り
ま
す
。

特
徴
あ
る
技
術
は
、
技
術
経
営
戦
略

に
基
づ
く
長
期
的
な
研
究
・
開
発
に
取

り
組
む
こ
と
で
実
用
化
さ
れ
ま
す
。
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
企
業
の
経

営
者
と
な
る
に
は
「
技
術
経
営
」
を
学

び
、
技
術
の
分
か
る
経
営
者
と
な
る
こ

と
で
す
。

塾
で
は
、
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知

識
・
技
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
将
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
に
必
要
な
技
術
開
発

テ
ー
マ
を
選
定
し
、
い
か
に
市
場
に
出

し
て
い
く
か
の
戦
略
と
、
い
か
に
組
織

を
リ
ー
ド
す
る
か
を
学
び
ま
す
。

西
河
塾
の
塾
生
に
は
文
系
出
身
も
多

く
「
特
徴
あ
る
技
術
の
開
発
の
必
要
性

が
分
か
る
経
営
人
財
の
育
成
」
が
重
要

な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
小
平
和
一
朗
）

編集後記

コラム・事務局
一般財団法人 アーネスト育成財団 Earnest Upbringing Foundation

当財団は豊かで明るい持続的な成長をする日本づくりに寄与する

一般財団法人
アーネスト育成財団

案内

第
３
期
生
の
募
集

西
河
技
術
経
営
塾
・
実

践
経
営
ス
ク
ー
ル
・
基
礎

コ
ー
ス
の
３
期
生
の
募
集

う

を
行
っ
て
い
る
。
第
１
次

募
集
の
締
め
切
り
は
、
５

月
15
日
と
し
て
い
る
。

「
次
世
代
の
日
本
型
技

術
経
営
を
若
手
塾
生
と
と

も
に
学
び
、
社
会
に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス

を
創
生
す
る
」
と
し
て
い
る
。
「
変
革

の
時
代
、
第
２
創
業
し
な
い
と
生
き
残

れ
な
い
、
基
本
的
な
経
営
の
基
礎
知
識

の
修
得
と
創
造
力
の
鍛
錬
を
培
う
。
会

計
数
値
を
使
っ
て
戦
略
を
構
築
し
、
市

場
と
の
対
話
に
基
づ
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
演
習
す
る
」
と
塾
の
案
内
で
は
明

記
し
て
い
る
。

３
期
生
は
一
ヵ
月
早
め
て
、
本
年
の

９
月
か
ら
１
年
間
で
あ
る
が
、
６
月
末

に
は
修
了
の
予
定
で
あ
る
。

講
師
に
は
西
河
洋
一
塾
長
（
飯
田
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
）
、

小
平
和
一
朗
専
務
理
事
（
イ
ー
・
ブ
ラ

ン
ド
21
社
長
）
、
淺
野
昌
宏
理
事
（
ア

フ
リ
カ
協
会
副
理
事
長
）
、
杉
本
晴
重

理
事
（
元
沖
デ
ー
タ
社
長
）
、
大
橋
克

已
研
究
員
（
元
ク
ラ
レ
常
務
）
の
５
名

が
担
当
す
る
。

（注4） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：企業経営と新製品開発』に全文掲載

元
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
教
授
ら
が
立
上
げ

ク
ア
ル
コ
ム
は
、
元
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
教

授
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ー
コ
ブ
ズ
博

士
を
中
心
に
7
名
の
学
者
が
米
国
海

兵
隊
の
通
信
機
材
を
開
発
し
納
入
し

て
い
る
中
小
企
業
へ
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
目
的
で
１

９
８
５
年
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
デ
ｲ
ゴ
市
に
設
立
し
た
。
企
業

設
立
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
デ
ジ
タ
ル
無

線
通
信
分
野
で
の
技
術
革
新
」
で
あ

る
。
設
立
当
初
は
具
体
的
な
製
品
は

ゼ
ロ
の
企
業
で
あ
っ
た
。

現
在
ク
ア
ル
コ
ム
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
は
じ
め
、
第
三
世
代
の
無

線
通
信
規
約
の
技
術
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ
と
、
こ
の
周
辺
特

許
の
知
的
財
産
権
の
ラ
イ
セ
ン
ス
と

こ
の
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
駆
動
す
る
半
導
体
素
子

を
販
売
し
高
収
益
を
上
げ
て
い
る
。

ク
ア
ル
コ
ム
は
儲
け
た
資
金
を
次

世
代
通
信
技
術
の
研
究
開
発
や
、
コ

ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
開
発
し
て
い
る

企
業
を
積
極
的
に
Ｍ
＆
Ａ
し
、
必
要

な
技
術
の
知
的
財
産
網
を
構
築
し
、

こ
れ
ら
の
特
許
を
半
導
体
チ
ッ
プ
に

搭
載
し
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
と
ア

ッ
プ
ル
に
販
売
し
、
高
収
益
経
営
を

維
持
し
て
い
る
研
究
開
発
型
企
業
で

あ
る
。

早
く
参
入
出
来
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

ク
ア
ル
コ
ム
は
、
稼
い
だ
金
を
新

た
な
通
信
規
約
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
作
る
た
め
に
必
要
な
技
術
開
発
と

知
的
財
産
権
の
取
得
に
使
い
、
こ
れ

ら
の
特
許
で
保
護
さ
れ
た
技
術
を
半

導
体
チ
ッ
プ
に
搭
載
し
て
他
社
よ
り

早
く
製
品
化
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

メ
ー
カ
ー
に
販
売
し
て
高
い
市
場
占

有
率
を
獲
得
し
て
い
る
。

ク
ア
ル
コ
ム
を
採
用
し
特
許
使
用

料
5
％
を
払
え
ば
、
何
処
よ
り
も
早

く
設
計
で
き
、
市
場
へ
参
入
で
き
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
彼
ら
の
事

業
戦
略
は
知
的
財
産
権
を
取
得
す
る

た
め
の
技
術
戦
略
を
作
り
、
特
許
出

願
と
こ
の
技
術
を
Ｌ
Ｓ
Ｉ
化
し
、
他

社
よ
り
早
く
顧
客
に
提
供
す
る
た
め

の
Ｌ
Ｓ
Ｉ
戦
略
か
ら
成
る
。

自
社
特
許
を
ベ
ー
ス
に
国
際
標
準

無
線
通
信
の
新
し
い
国
際
標
準
を

自
社
の
特
許
を
ベ
ー
ス
に
し
て
提
案

し
、
こ
れ
を
国
際
標
準
に
採
用
さ
せ

る
。
標
準
化
活
動
に
必
要
な
新
技
術

と
知
的
財
産
権
に
関
し
て
自
社
開
発

よ
り
他
社
の
Ｍ
＆
Ａ
の
方
が
速
く
知

的
財
産
権
の
特
許
網
を
構
築
で
き
る

な
ら
、
迷
う
こ
と
な
く
Ｍ
＆
Ａ
で
人

材
と
知
的
財
産
権
を
手
に
入
れ
事
業

戦
略
に
反
映
さ
せ
る
。

開
発
ス
ピ
ー
ド
追
い
つ
け
な
い

Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
開
発
は
ク
ア
ル
コ
ム
自

身
が
行
う
が
、
生
産
は
台
湾
の
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
。
ク
ア
ル
コ

ム
の
半
導
体
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
業

界
の
中
で
圧
倒
的
に
高
い
市
場
占
有

率
を
確
保
し
て
い
る
。

そ
の
秘
密
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

販
売
を
計
画
し
て
い
る
企
業
が
自
前

で
半
導
体
を
開
発
す
る
よ
り
、
圧
倒

的
に
速
く
半
導
体
を
製
品
化
、
省
エ

ネ
レ
ベ
ル
が
高
い
チ
ッ
プ
の
開
発
に

ク
ア
ル
コ
ム
が
た
け
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

ラ
イ
バ
ル
企
業
が
ク
ア
ル
コ
ム
の

開
発
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
つ
け
な
い
ほ

ど
の
速
さ
で
半
導
体
を
開
発
す
る
と

こ
ろ
が
、
ク
ア
ル
コ
ム
の
強
み
に
な

っ
て
い
る
。

連載：企業経営と新製品開発
第９回 研究開発型企業クアルコム（上）

研究員 坂巻 資敏

（注4）

－競合が開発スピードに追い付けない-


